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毎年，慣例行事として 8月4日は，東京山王

白金神社内、， Iハシの日」として，毎日使う

箸を供養し，箸に関心のある人々が，多数集ま

って感謝するとし、う箸供養祭が行なわれてい

る2)0 (図 1，2)食生活が多様化する中で，日

本人の食事にとって箸は切り離せない食事用具

の一つである。

シンプルな二本の棒状のものであり，いつ頃

から使用されたのであろうか。食事用として，

食事以外の使用法として，はじめから二本の棒

状のものであったのだろうか，筆者はさまざま

な疑問を抱いた。又，現代の若年層は西洋文化

の生活様式の中で育ち，正しい箸づかいの出来

る人が少ない。

生物が生命を維持していくために，食事は絶

対的に必要なものであり，食事方法として，多

くの動物は，手を使わずに食物を直接口に入れ

るが，万物の霊長である人聞は，手を用いたり
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あるいは，何らかの道具を使って，食物を口に

運ぶ方法を採用している。

手で食する民俗，あるいは箸やフォーク・ナ

イフ・スプーンを使って食する民俗とさまざま

である。人聞が箸やフォーク・ナイフ・スプー

ンを使うようになったのは，火を使うことによ

り，その熱さを防ぐために，いろいろな方法が

生みだされた。これらの用具は，長い年月を隔

て，改良され，絶えることなく今日まで伝承さ

れ続けている。

箸については，古今東西多くの研究がなされ

ている。今後，箸に関する研究をすすめていく

上で，歴史的変遷はその出発点となるものであ

る。本稿では，日本の食文化の中で，箸の変遷

について，世界の食事方法，発生と起源，語源

などとともに，弥生時代から鎌倉時代までの若

干の考察を試みたつもりである。

世界の食事方法

世界の人口，約50億人3)の民族が食事をする

方法は，大きく三つの基本型にわけることがで

きる。そしてそれぞれが，独自の食文化圏をつ
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図1 箸供養祭(東京山王日枝神社)

図3 世界の三大食法の割合

くりあげている(図 3)。

世界の三大食法から，東南アジア・中近東・

アフリカを中心とする手食文化圏，中国・朝鮮

・日本・台湾・ベトナムなどの箸食文化圏， ヨ

ーロッパ・アメリカ・ソ連などのナイフ・フォ

ーク・スプーン食文化圏であり，これらの食法

は，きっちり分離されているものではなく，併

用されていることが多い。

歴史的にみると，手食からはじまり，箸食な

いしはナイフ・フォーク・スプーン食の変化し

たもの，火の使用を覚えたことにより，熱いも

のを取り扱うために，箸・ナイフ・フォーク・

スプーンという用具を作りだした。東南アジア

系民族は箸を，ヨーロッパ系民族は，ナイフ・

フォーク・スプーンを生みだしそれぞれの食

文化圏を守り，今日まで受けつがれている。
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図2 箸供養祭

世界の主食からみると，米食文化(米類)， 

小麦文化(パン・麺類)，根菜果実文化(イモ

・果実類)に大別することができる。

世界 4大文明地のもとから，気候風土，作物

との結びつき，民族，宗教文化などの要因と

ともに，それぞれが独自の料理文化をつくり，

料理文化圏として発展の基盤になっているもの

と思われる。

手食は人聞が食事を行う自然の形であり，火

の使用を覚えることで，箸やナイフ・フォーク

・スプーンの発明があった。ヒンズー教やイス

ラム教などは，手食の厳しいマナーがあり，生

命の源とされる食物を運ぶ手は，右に限られ，

親指，人差指，中指の三本で食することを原則

としている。

箸の起源は，紀元前15世紀の中国の肢の時代

であり，ナイフ・フォーク・スプーンはおのお

のには古い歴史をもっている。セットされた食

法は15世紀にはじまり，作法としての確立は，

17世紀のフランス宮廷料理の頃であると思われ

る。それぞれの食法になるまでの間，長い手食

の時代を経過していることを忘れではならな

い。箸食は，中国，朝鮮，日本，台湾，ベトナ

ム等の国で使用されているが，同じ箸を基本と

しながらも，食事作法(図 4) には，かなりの

相違がみられ，箸だけで食事を行うのは日本の

みの現象である。

世界の三大食法は，人類それぞれが，試行錯

誤のくりかえしから生みだされた食法で、あり，

後世に受け継いでいかねばならないと思う。
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図4
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2 箸の起源

箸の発祥の地は中国で，約3600年前の黄河流
いんきょ

域に発生した，股撞(河南省安陽県)から，世

界で最も古い箸が出土されている。これは，青

銅製の二本箸であり，日常の生活に用いられた

のではなく，神に食物を供えるための儀礼用に

使用されたものである。箸が日常の食卓にみら

れたのは，前漢時代(紀元前2世紀)ごろであ

るといわれている。

日本に箸が伝わったのは， 3世紀ごろの弥生
にいなめ

時代の末期ごろである。収穫感謝祭である新嘗

桑4)に天皇が神に新しい穀類を供えるため

に，祭器用にピンセット状(図 5) の折箸が使
くぼて ひら

われはじめた。かしわの葉でつくった葉椀や葉

金に盛り，神に供え，神々と共食する祭杷・儀

式用であり，中国，朝鮮ではみられない独特の

箸である。

折箸の原型(図 6) は竹を折り曲げてつくっ

た竹箸と思われる。日本人がまだ二本箸を使わ

ない手食時代に，神聖なる神僕5)に，けがれが

触れないように起った神事・祭紀専用の箸であ

り，細い木や竹を折り曲げ、た素朴なものであっ

た。日本の 3世紀ごろの状況を伝えたと思わ

れる，中国の史書『魂志倭人伝』にはこのよう
へんとう

に記されている。「飲食には蓮豆6)を用い手食

す」とあるように，当時はまだ手食であったこ

とがわかる。ピンセット型の竹折箸は手食から

二本箸へ移る過渡期のものであり，新嘗祭に用

いられたことから，箸食文化のルーツと思われ

る。

図5 弥生時代から奈良時代にかけて使われた折箸
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図6 折箸

3 箸 の 語 源

日本人は，箸を「ハシ」と発音する。語源と

して，

1) ハシは「食と口との橋の意J7)であり食

物と人間の口を結ぶかけ橋である。橋はか

け渡すもの，仲介・媒介するものである。

2) ハシは「聞に挟むの謂か」といわれ二本

の箸の聞に，食物をはさみ，食物と人間の

聞を結ぶもの。また神と人，人と人との間

を結ぶものである。
くちはし

3) I箸をハシと言うは鳴也J9)といわれ，箸

をもった形姿は，鳥の鳴で物をついばむの

と同じ姿である。

4) Iはしとは端なりJ10)といわれ，細く削

れる竹又は，木の中程を折り屈めて，その

端と端を向い合せて，食を取ったことによ

る。

5) Iハシは柱なり Jll)ともいわれ，神霊や

祖霊が宿る小さな柱が箸であり，神木でも

ある。枕飯の箸や御魂の飯の箸からも，ハ

シはハシラであることがうかがえる。

6) ハシは「物を挟み取り，または食事など

をするに用いる細く小さい 2本の棒。木，

竹，金属，象牙などで作る。」と記され，

箸の語源から，さまざまな意味を知ること

ができ，古い時代に竹を長短同じ長さに切

って用いたことは，箸，筋，筏，笈，優の
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どの字も竹に関係していることがわか

る12)。

箸の意義を最初に解説したのは， 937年(承
みなもとのしたごう わみょうるい

平7年) 源 順によって編纂された『倭名類

粟抄』である。

4 箸の単位

いち

日常箸の単位は，二本一組になった箸を「一

膳」と言っているが，昔はどのように言われた

のであろうか。

奈良時代から平安時代初期の文献(表1)に

よれば，金属箸(金・銀・鉄・白銅)の単位に，
ぐ せき

一具又は一隻とし、う言葉が使われている。一具

又は一隻は，今日のー膳を意味するものと思わ

れる。折箸であるピンセット型の一本箸や二本
はしたけ はしたけ

一組の唐箸の材料にする竹は，箸竹又は筋竹と

呼び，一様あるいは一白という単位を使ってい

る。おそらく一株とは，稗一本ということで，

表 1 延喜式および寺院資材帳の箸

寺院名 記 録 単位

銀箸 -二コ- 7目『 具

白銅箸 四具料 具料

白銅箸 四具 7目て

箸竹 四拾株 株

延 喜 式 箸竹 七拾株 株

箸竹 八拾株 株

箸竹四五拾株 株

筋竹 三囲 囲

筋竹 五拾株 株

観世音寺資材帳
鉄箸 二具 7目て

白銅箸 二具 7目て

観心寺資材帳 金箸 一隻 隻

安祥寺資材帳 白銅箸 一八隻 隻

大安寺資材帳 箸 =J目『 具

東大寺資材帳 魂箸 両隻 両隻

法隆寺資材帳 白銅箸 陸口 陸口
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一回とは，稗を束ねた一束という呼びかたと思

われる。一具-一隻・一株・ー固などと呼ばれ

た箸の単位が，今日のようにー膳と呼ばれるよ

うになったのは，平安中期(10世紀半)に成立
あてのみや

した『宇津保物語』で「貴宮の巻j に， 1" 
しろがねのはしひとそろい

銀箸一膳」とし、う言葉が，初めて登場して

いるのでこの頃からと思われる。平安時代中期

には，大饗といわれる本膳料理が成立したの

で，お膳に一対の箸が添えられたところより，

ー膳とし、う言葉が生まれたものと思われる。鎌

倉時代には，二本一組の箸をー膳と呼び，慣用

化したと思われる。いろいろな料理流派の成立

した室町時代には， I一膳」とし、う言葉は完全

に定まり，今日に至っている。

5 箸の変遷

(1) 弥生時代~古墳時代

わが国に箸が伝わったのは，弥生時代末の 3

世紀ごろといわれている。当時は三輪王朝が栄

え，女王卑弥呼が邪馬台国30余りを支配してい

た頃で、あり，大陸から農耕文化の一環として伝

わったと思われる。箸はハレ13)の神儀のなか

で，わが国独自のものが生れ，神に供える神聖

な神僕にけがれないように，神と共食するため

の聖なる祭器として誕生したと思われる。箸と

いえば，二本一組のものを想像するが，弥生時

代から奈良時代初期にかけて， 1"折箸」という

竹を折りまげ， ピンセット状にした箸， (前項

図 5，6)が使用された。これは竹を細く削り，

その一本を中央部から折り曲げ，両端を向い合

せたもので，まぼろしの箸ともいわれているも

ので，天皇が行うもっとも重要とされている新

嘗祭や大嘗祭においては，日本独特のピンセッ

ト型の竹折箸が使われている。

伊勢神宮(図 8)，出雲大社(図 9)，春日大

社(図10，11)などの伝統神事には， や柳な

どの霊木で、作った清浄な二本箸が箸台にのせら

れて，神撲とともに供えられている。

伊勢神宮(三重県・伊勢市)では，神宮槍で

つくられた八角箸が供えられ，長さ 36
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伊勢神宮日別朝夕大御

鎮祭(数字は神前に御

撲を供進する順序)

@⑮@1零?を
争等宰⑧
守 字 宥

E三

ムさ
御箸台

図8 伊勢神宮と八角箸

本宮摂末社(各二台)

御供日

中供膳

図9 出雲大社御日供

cm，中太両細で太い部分が 6mm，両端

の細い部分が 4mmである。

春日大社(奈良県)の若宮祭は両口の柳箸を

供える。中太両細で36cmの丸箸。

出雲大社(島根県)では，古代より大祭，日

供祭とも白く清浄な柳箸を供え，御日供に

は長さ39cmのものが供えられる。

その他，神箸を供える神社のうち，熱田神宮

(愛知県)萱津神社から奉納の川柳の皮を

はいだ手づくりの柳箸，上賀茂神社(京都

府)金銅製の箸。タ御僕に皮をはいでつく

った手づくりの漆の木箸。熊野神社(島根

県)では古代からの空木箸。厳島神社(広

島県)では黒木の手づくりの榊箸。靖国神

社(東京)では大祭・日供祭ともに檎箸が

供えられる。

このように，神箸を供えることにより，その

箸に神の霊が宿り，人が使用した場合も，その

霊魂が宿ることから 神食共食であることがわ

三三量

図10 春日大社若宮祭神諜
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かる。

伊勢神宮では御僕を供えるときに，檎の御箸

を耳の形に似た，みみかわらけ(御箸台)にの

せて供える。神にお供えする箸にけがれがない

よう，すべての神僕につかわれ，御箸台や御箸

置は素焼のものが使われ，箸置きの起源は，伊

勢神宮にあると思われる。朝・タ 2回の御撲か

ら，古代日本人の食生活は 2回食であることが

察せられる。

わが国の代表的遺跡として知られる，登呂遺

跡(静岡市南郊)で食器類として出土されたも

のの中に，木匙や木杓子は，みられるが，木の

箸はいまのところ出土されていないと思われ

る。箸状のものは，火の使用から熱いものをつ

きさしたり，かき混ぜ、たりするのに使われ，そ

れが一本の棒状のものか 二本一組の箸状のも

のか明確ではない。木匙や木杓子が箸よりも先

(210 ) 
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に使われていたと思われるのは，当時の調理上

の能率からで，棒のようなもので、かき混ぜ、るよ

りも，杓子の方が抵抗力があって，能率があが

り，盛りつける際にも早く便利なため，重視さ

れたものと思われる。このように使用度の多い

ものは技術的にも改良されて形がのこされた

が，木の箸などのきゃ著なものは，のこりにく

いため，出土されなかったと思われる。

歴史上に箸の言葉がみられるのは， w古事記』
すきのおのみこと やまたのおろ

(712年)で，出雲神話の須佐之男命と八岐大
ち いずものく t

蛇退治の条の箸流れ伝承の中で， I出雲国の肥
とりかみ ところくだ

の河上，名は鳥髪といふ地に降りたまひき，こ

の時箸その河より流れ下りき，ここに須佐之男

命，人その河上にあるとふかまして ・」と記

されていることより，箸が存在していたと思わ
じんぐ わだつみのかみ ひらで

れる。又，神功皇后が海神に「箸と葉盤を
きわ

多に作りて」とある箸浮かべ伝承，これらは神

事儀礼の中で，折箸が使われ，神撲とともに，

川の神や海の神に供えたことと思われる。

これらのことより，弥生時代から古墳時代の

箸は主にピンセット型の折箸で，竹で、つくられ

た。ピンセット型の折箸や二本棒の箸は神事・

祭杷専用に使われていたと思われる。一般は手

食の時代であった。中国ではすでに箸と匙の系

列が確立した。

(2) 飛鳥・奈良時代

飛鳥・奈良時代 (5世紀'""8世紀)において

は， 6世紀の中頃，大陸から仏教が伝わり，平

城京は唐の都である「長安」をまねて築かれた。

この時代の末期まで，大陸文化の影響を強く受

けたと思われる。 7世紀はじめ，聖徳太子は日

本ではじめて箸食作法を取り入れた。新しい律

令国家の建設を興そうと，惰の使いを招待した

時の朝廷の餐宴儀式で採用した。その採用にあ

たって，小野妹子らは，惰から中国の食事作法

を学んだ。それは，箸と匙をセットしたもの

で，中国式の食事作法であった。

食生活の面で，庶民は雑穀を日常食としてい

たが，貴族は米食中心の食事だけではなく，中

国から輸入したものの模倣に走り，唐様の食事

を取り入れ，それに伴う二本棒の唐箸を使うよ

(211 ) 

図12A 平城宮より出土した箸，桶，しゃもじ

寸銅箸 片口箸

図12B

両日箸

うになった。考古学的遺物からも見ることがで

きる。遺跡から出土する箸や匙は，この時代の

ものが多くみつかっており，その様子は 7世紀
いたぶきのみや

後半の飛鳥板蓋宮跡や藤原宮跡に出土した桧

の箸がもっとも古く 8世紀頃とみられる平城

宮跡(図12A)，長岡宮跡や伊場遺跡(浜松市)

からも桧の箸の出土がある。平城宮のものは，

昭和28年より，奈良国立文化財研究所により，

発掘調査が行なわれている。昭和38年，当時の

ゴミ捨場と思われる場所や溝から，使用済みの

箸が，食器・木簡類とともに，大量に出土して

おり，箸の素材は，粗削りで長さ，約13'""26田 L

径O.5cm，中ほどは太く両端は細く丸く削っ
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図13 正倉院の御物

た「両日箸」と先端を細く削った「片口箸J，

先端・頭部とも同じ太さの「寸胴箸」の三種(図

12B)がみられる。平城京跡資料館に保管され

ている。

奈良・東大寺・正倉院の詰転に箸と匙と錯

(図13)がみられる。箸は二本一組の金銀箸で，

長さ26cm，重さ74.4gで両端はやや細く，今

日の利休箸を思わせる「両細中太」である。

錯は箸の役割をしていた鉄製のピンセット型

の鋳造物であるが，中には銀に金メッキをほど

こしたものもある。御物の中でみられる箸はこ

れのみである。又，佐波理14)の匙と貝殻の匙

がみられ，箸とともに用いられたと思われる。

この折箸や挟子は， 2本 1組の 2本箸に対し

て，のばすと 1本になるので，一本箸といわれ

ている。

昭和46年，島田遺跡(大阪府豊中市)からは，

調査団15)の報告によるとピンセット型の折箸

(図14)が出土された。これは，長さ20.5cm， 

先端の広いところ幅1.3 cm，厚さ 5mmの木

製で，先端の一方は丸みをおびており，もう一

方はとがって物をっきさすようになっている。

真中が薄くなっている。

飛鳥-奈良時代は聖徳太子の箸食採用が平城

宮の一般官吏に及び，さらに地方，民衆にも広

(2i2 ) 

図14 島田遺跡出土のピンセッ卜箸

まり，一般化しつつあったと思われる。

奈良時代末期に成立したとされている『万葉

集』の中に「父母が成しのまにまに 箸向かふ
けやす いのち むた

弟の命は 消易き寿神の共……」とあるが，箸

食制度が民衆にもいきわたり，日常に使われた

ことが推察できる。貴族が中国式食法で箸と匙

を使っていたのに対し，一般民衆は，箸のみ使

用した。すでに土器や木器の椀が発達し，匙は

使用しなかった。民衆の間ではじめ，箸のこと

を御嘉と呼び貴重品とされた。材質は主に竹で

あった。

これらのことより，神事用にはピンセット型

の折箸を使い，奈良の都では箸と匙のセットさ

れた中国式会食作法がとり入れられ，手食であ

った一般にも箸がし、きわたり，純粋な箸食の発

達がおこったと思われる。

(3) 平安時代

平安時代 (9世紀，..，__12世紀)の初期は，奈良

時代につづき，外来文化の完成期ともいえる

が，藤原氏の時代になると，生活全般に日本化

が見られた。貴族と庶民の暮しぶりに，格段の

差がみられ，貴族中心型の指導社会であった。

食生活は，実用本位から，典礼化が進めら

れ，宮廷儀式として，元Eの行事， 3月の節

句， 5月の節句，七夕，十五夜などの行事が重

んぜ、られた。宮廷儀式用に，竹箸，銀箸，銀

匙，柳箸などが用いられ，儀式的・形式的な食

生活に発展し，視覚を重んずる日本食の基礎が
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図15 白箸の翁

出来上ったと思われる。これらの行事は，今日

でも大切な民間行事として継承されている。

奈良時代から平安時代の会食作法において

は，金属製の箸と匙を併用する中国式であった

ことは前項で、述べたが，清少納言の『枕草子』

に「御膳まいるほどにや，箸かひなどとりまぜ

て鳴りたる……」とあるように宮中や貴族の王

朝の宴をいろどったことが詠まれており， iか

ひ」は匙のことをいい，にぎやかな食法と思わ

れる。

すべての日本人に箸食様式がし、きわたったと

図16 包丁師(七十一番職人歌合絵巻)

( 213 ) 

図17 真魚箸 図18 菜箸

思われるのは，高僧空海(弘法大師) (774'"'-' 

835年)の教えが，箸食文化の中に仏教的意義

があるものとされ， i誰が長うに，箸を以てせ

ざらんj と日本人の箸食生活が行きわたり，一

般化したことを明らかにし， i箸を使う者，す

べてを救わん」と毎日，箸を使うことに祈りを

こめて， 828年(天長 5年)阿波の国16)に箸を

納めて，箸蔵寺を建立したことからも，著が国

々に広まり一般化したと思われる。

平安時代には，はやくも箸を商売とする人が
しら1;1.し お#品

あらわれた。 861年「白箸の翁」と呼ばれ，京

都で箸商を営んだ。宮殿の廃材を利用して箸を

作り，町の中を売り歩いた(図15)。都の人々

は，この箸を神棚に祭ることにより，災難除け

のおまじないとした。ハレの日には，馬頭

盤17)の上に，銀器，銀箸，銀匙がおかれた。

また，平安時代には，料理用の箸として，柔

魚箸が登場し，包丁を使って，魚鳥を割き，切

り，盛付けに用いる包丁師(図16，17)によっ

て使われた。主人が竹を削って，真魚箸を作

り，客前で包丁さばきを披露し，客をもてなす

習慣がみられた。料理自体の香りが移らぬよう

に，魚鳥類に使う箸と，野菜類に使う箸との区

別をし，野菜に使う箸を菜箸(図18) と呼んで

いる。菜箸には，木や竹製，金属性のものがあ

り大・中・小と用途によって長さも違う。盛付

け専用としては，竹製で短く，先も細いものを
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図19 僧侶の食事風景

使用する。今日も料理用に使用されているが

平安時代にその起源をみることができる。

以上のことから，平安時代の貴族社会では，

箸と匙を使い食事を行ったと思われ，一般庶民

は箸のみを使い，木を削ったものを使用したと

思われる。食器の種類や使用法は， 927年(延

長 5年)藤原忠平が撰進した『延喜式』などで

知ることができる。

(4) 鎌倉時代

鎌倉時代(12世紀------14世紀)は，源頼朝が鎌

倉に幕府を聞き，長年続いた貴族中心主義の社

会も崩れて，武家の支配する社会に変化し，生

活様式も華美・優雅な王朝文化から，質素倹約

をたてまえとし，実用的，合理的な武家文化を

基に，日本文化の原型をなした。

武家の食事作法を記した『酒飯論j](1524年)

の中の絵巻に椀に飯を高く盛りj 長い箸を使っ

ている様子が描かれている。また僧侶の食事風

景は(図19)，武士と同様に箸を使っている。

飯の上に匙がみられるが，この匙は飯を盛り分

けるためのものであろうと思われる。

これらから考察すると，匙と箸を使っていた

のは奈良時代，平安時代とも，貴族社会の人々

であり，鎌倉時代には箸だけとなり，匙は盛り

わけのためにだけ使われた。箸の使い方(はさ

む，つまむ，ほぐす，切る，裂く，載せる，混

ぜ、る，はがす，押える)も多機能になり，使い

こなせるようになったからであろうと推察す

'C 214 ) 

る。

文化的指導者であった僧侶たちは，孟

子の教えである「君子は庖厨(台所)を

遠ざく」とし、う理想から，貴族の供応の

中で、起った，包丁儀式は次第にすたれ，

料理技術向上にむかっていたものも止っ

てしまった。それに変り，包丁道を専門

とした料理流派が起った。

鎌倉時代は，禅僧栄西などにより，精

神料理が禅宗の寺院で発達した。精神料

理や仏事には主に竹の箸が用いられた。
ねごろじ

この頃，紀州の根来寺を通じて伝わっ

た，根来塗は，食器類に多く使われた。

しかし，根来塗はまぼろしの塗物ともいわれ，

江戸時代中期まで中断していた。

古代以来，貴族は 2回食と簡単な間食であっ

たが，武士は 2回食では，戦場での激しい労働

に絶えられず， 3回食の食生活を行うようにな

り，武士の 3食制が，今日の食事習慣の源とな

っている。

要 約

以上，わが国の箸の変遷を弥生時代から鎌倉

時代までをみてきたが，中国から伝来した箸

は，弥生時代に神を祭る祭記用として，折箸が

使われ，独自の発達をみた。奈良時代には，聖

徳太子が，中国の食事方法をとり入れ，官吏か

ら一般庶民に広まり， 7------8世紀頃，箸食の定

着化が見られた。平安時代は箸と匙の併用であ

ったが，次第に匙がすたれ， 日本独自のお椀が

進歩した。鎌倉時代になると箸の使い方も多機

能となり，純粋な箸食文化のなりたちを考察で

きた。箸の素材としては，金属製の箸，柳，

などの白木箸や竹製の箸が多く使用されていた

と思われる。箸が日本の食文化に多大な影響を

与えていることは明らかである。神や日常生活

に密着した箸に改めて感謝の念をいだくととも

に，より一層関心をもった。ひき続き，室町時

代から近代までの変遷を考察したいと思ってい

る。
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本研究を終えるにあたり，御指導いただいた

調理学研究室，山崎小万教授に厚く御礼申し上

げます。

注

1)東京都千代田区永田町2-10

2)生活民俗学研究所長，本田総一郎氏の提唱で，

昭和50年より行っている

3)国連・人口活動基金1987年人口白書による

4)現在の11月23日にあたる
みけ

5)神様にお供えする酒食のこと又は御僕と呼ぶ

6)詰蒜のことで祭りの時などに供物を盛る

7) 8) W大言海』による

9) 10) 11) 新井白石(l657~1725)の『東雅』よ

り

12) W広辞苑』による

13)ハレの日とは神事・正月・祝儀などめでたい

目。平常の日のことをケの日という

14)銅・錫・鉛の合金で黄白色

15)団長・鳥越憲三郎氏

16)現在の徳島県・池田町

17)お供えを乗せる台で，馬の頭のように長く丸く

作つである
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